
三
月
二
十
六
日
、
地
方
本

部
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
け
る
二

〇
〇
八
春
闘
賃
上
げ
交
渉
報

告
集
会
を
こ
く
ろ
う
会
館
に

お
い
て
開
催
し
、
大
沼
書
記

長
の
司
会
で
開
会
し
た
。

地
方
本
部
を
代
表
し
橋
本

委
員
長
は
、
「
①
貨
物
会
社

と
の
包
括
的
和
解
の
扱
い
も

あ
り
、
腑
に
落
ち
な
い
点
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
抗
議

行
動
に
な
ら
な
か
っ
た
状
況

を
意
思
統
一
し
て
い
き
た
い
。

②
新
入
社
員
の
対
策
に
つ
い

て
具
体
的
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。
配
属
さ
れ
る
職
場
を
中

心
に
国
労
加
入
を
是
非
勝
ち

取
っ
て
行
き
た
い
。
」
と
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

賃
上
げ
交
渉
の
経
過
報
告

に
つ
い
て
東
北
貨
物
協
議
会

岩
井
議
長
か
ら
、
①
三
回
の

交
渉
経
過
を
通
し
、
会
社
側

は
ベ
ア
実
施
が
難
し
い
と
の

経
営
判
断
を
示
し
て
い
る
こ

と
②
国
労
が
取
り
組
ん
だ
署

名
に
つ
い
て
は
一
七
四
〇
筆

と
組
合
員
の
二
倍
の
協
力
が

得
ら
れ
た
こ
と
③
結
果
、
九

年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
五
十
五

歳
以
上
の
一
三
〇
〇
円
な
ど

改
善
の
回
答
と
、
闘
申
一
〇

‐
六
項
要
求
に
つ
い
て
は
別

に
扱
う
、
と
い
う
内
容
で
具

体
的
に
は
見
え
な
い
こ
と
な

ど
、
本
部
が
席
上
、
抗
議
の

意
思
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

抗
議
行
動
の
準
備
を
し
て
き

た
。
諸
要
求
で
の
改
善
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
一
定

の
前
進
は
あ
っ
た
が
、
今
回

の
抗
議
行
動
の
回
避
に
つ
い

て
は
、
和
解
の
影
響
と
理
解

し
て
い
る
、
と
の
報
告
が
さ

れ
た
。

「
係
争
事
件
」
包
括
的
和
解

協
議
に
つ
い
て
は
、
前
日
開

催
し
た
代
表
者
会
議
に
出
席

し
た
佐
藤
地
本
法
対
部
長
か

ら
、
①
本
部
の
和
解
に
向
け

た
決
意
と
目
的
②
十
一
回
に

及
ぶ
和
解
調
査
の
経
過
報
告

③
貨
物
会
社
が
こ
だ
わ
っ
た

解
決
金
の
扱
い
を
中
労
委
が

提
示
し
た
こ
と
③
勧
告
書
と

確
認
書
を
準
備
し
、
三
月
二

十
七
日
に
調
印
に
向
け
て
進

ん
で
い
る
こ
と
の
報
告
が
さ

れ
た
。
ま
た
、
代
表
者
会
議

の
質
疑
で
は
、
ベ
ア
ゼ
ロ
に

対
す
る
本
部
の
判
断
と
し
て
、

「
諸
要
求
の
前
進
を
含
め
総

体
的
に
妥
結
の
判
断
を
し
た
、

今
後
も
交
渉
は
続
く
こ
と
に

な
る
」
。
謝
罪
の
扱
い
に
対

し
て
は
、
「
和
解
で
あ
る
以

上
労
使
の
歩
み
寄
り
と
理
解

し
て
欲
し
い
」
「
全
体
が
理

解
し
て
の
状
況
で
は
な
い
が
、

差
別
根
絶
の
た
め
に
和
解
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
い
う
も
の
で
、
和
解
後
の

運
動
と
具
体
的
な
改
善
が
重

要
な
課
題
に
な
る
と
感
じ
た
、

と
の
報
告
が
さ
れ
た
。

貨
物
宮
城
分
会
の
阿
部
分

会
長
か
ら
は
、
二
〇
〇
八
春

闘
の
取
組
み
に
つ
い
て
意
思

統
一
し
、
大
衆
行
動
は
五
割

動
員
し
、
独
自
行
動
と
し
て

要
請
は
が
き
、
ア
パ
ー
ト
チ

ラ
シ
、
門
前
組
合
旗
掲
揚
、

現
場
長
交
渉
を
取
り
組
ん
で

き
た
。
三
月
二
一
日
の
回
答

を
聞
い
て
「
ま
た
か
、
貨
物

だ
け
か
よ
」
「
三
島
会
社
含

め
た
構
造
矛
盾
、
こ
れ
で
や
っ

て
い
け
る
と
試
算
し
た
役
人

に
責
任
と
っ
て
も
ら
う
」

「
四
十
か
ら
五
十
代
、
子
ど

も
の
教
育
に
金
が
か
か
る
、

通
年
の
闘
い
が
必
要
」
「
和

解
で
抗
議
が
で
き
な
く
な
る

の
か
と
不
信
も
あ
る
」
「
三

十
名
の
分
会
で
あ
る
が
今
後

も
精
一
杯
が
ん
ば
る
」
と
の

決
意
報
告
が
さ
れ
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
し
て

大
沼
書
記
長
か
ら
は
、
和
解

と
い
う
関
係
か
ら
す
っ
き
り

し
た
集
会
に
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
本
日
確
認
し
た
こ
と

は
①
貨
物
の
交
渉
で
引
き
続

き
残
さ
れ
た
要
求
を
求
め
て

い
く
こ
と
②
地
本
内
の
春
闘

は
現
在
進
行
で
進
ん
で
い
る

こ
と
③
新
入
社
員
の
国
労
加

入
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組

み
に
つ
い
て
地
本
を
上
げ
て

追
求
し
て
い
く
こ
と
な
ど
で

あ
り
、
和
解
を
武
器
に
一
歩

踏
み
込
み
現
状
を
変
え
て
い

こ
う
と
締
め
く
く
ら
れ
、
橋

本
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
報
告
集
会
を
終
了
し
た
。
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北
海
道

・
ベ
ア
ゼ
ロ

・
扶
養
手
当
、
別
居
手
当
、

単
身
赴
任
代
用
証
改
訂

東
日
本

・
五
十
五
歳
以
下
基
準
内
賃

金
改
善
原
資
九
三
〇
円

・
五
十
五
歳
以
上
基
本
給
額

に
九
〇
〇
円
加
算

東

海

・
三
十
五
歳
ポ
イ
ン
ト
基
準

内
賃
金
に
九
〇
〇
円
加
算

・
夏
季
手
当
三
．
〇
ヶ
月(

六

月
三
十
日
支
給)

・
休
日
等
の
超
過
勤
務
手
当

一
五
〇
／
一
〇
〇
に
改
訂

西
日
本

・
ベ
ア
ゼ
ロ

・
初
任
給
五
〇
〇
円
加
算

・
シ
ニ
ア
・
契
約
社
員
の
基

本
賃
金
五
円
加
算

・
年
間
臨
給
五
．
五
ヶ
月(

夏

季
二
．
七
五
、
年
末
二
．

七
五)

・
深
夜
勤
務
手
当
、
別
居
手

当
等
改
訂

四

国

・
ベ
ア
ゼ
ロ

・
職
務
手
当
一
部
改
訂
、
単

身
赴
任
の
支
払
条
件
改
善

九

州

・
五
十
五
歳
以
下
・
仕
事
給

三
〇
〇
円
加

・
五
十
五
歳
以
上
・
基
本
給

一
一
〇
〇
円
加
算

・
夏
季
手
当
二
．
六
六
ヶ
月

(

六

月
三
十
日
支
給)

貨

物

・
ベ
ア
ゼ
ロ

・
五
十
五
歳
以
上
の
賃
金
改

善
一
三
〇
〇
円
加
算

・
扶
養
手
当
、
自
動
車
通
勤

手
当
・
宿
直
手
当
等
改
訂

今回もベースアップは見送ら

れた。実に９年連続である。貨
物会社が「Ｖ９」という某野球

チームのかつての栄光と自らの
姿をなぞらえているとは考えに

くいが、貨物社員の実感はどう
だろうか。他球団（他ＪＲ６社）

は当初から自力に勝るものもあ

れば、そうでないもの
もあった。しかし各球

団とも監督以下コーチ、
選手が一丸となって闘

い抜いて、一定の成果
を残した。それぞれの

球団は、ゼロに等しい

がそれでもほんのささやかなが
ら報酬をアップしてきた。

さて一方貨物会社はどうだろう
か。社会状況にもめげず、汗と

埃に塗れながらも選手は一生懸
命頑張ってきた。スポンサー

（国）の補助もある球団にも負

けずに。しかし結果は９年連続
報酬アップゼロ。

これでは選手の士気が上がる筈
はなく、腐る一方ではないか。

「いや、構造矛盾であり、これ

が限界」というのであれば国労

は喜んで力を貸そう。構造矛盾
は解消しなければならないとい

う認識は一致しているのだから。
そもそも国鉄の分割・民営化に

よる構造矛盾は当時から指摘さ
れていた。それを政治にゴリ押

しされたのだから、その借りを

返そうではないか。
ただその前に、経

営陣はこの２０数年
間に他社ＪＲとの間

にどれだけの格差が
生じたのか、しっか

りと検証すると同時

に「我慢に我慢を重ねてきたが、
もう限界！」という社員の声に

対し真摯に耳を傾け、改善と実
行を要請したい。

３月２７日、本部と貨物会社は
貨物紛争事件についての和解を

成立させた。和解とはお互いの

歩み寄りである事は論を待たな
い。ただ、反省と総括を持たな

い歩みよりに真の和解と信頼の
構築はない。まず実行を持って、

態度で示す時がきている。

三
月
二
一
日
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
は
二
〇
〇
八
年
度
新
賃
金
要

求
に
つ
い
て
、
ベ
ア
ゼ
ロ
の
回
答
を
行
っ
た
。

こ
の
回
答
を
受
け
て
地
方
本
部
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
賃
上
げ
交
渉
報

告
集
会
を
宮
城
・
福
島
で
開
催
し
た
。



本
日
三
月
二
十
七
日
、
中
労

委
に
お
い
て
貨
物
係
争
事
件
に

つ
い
て
の
和
解
が
成
立
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
私
た
ち
が
労

働
委
員
会
の
場
で
二
十
年
も
の

長
き
に
わ
た
り
係
争
し
て
き
た

Ｊ
Ｒ
各
杜
と
の
労
使
紛
争
が
ほ

ぼ
解
決
し
、
Ｊ
Ｒ
発
足
二
十
二

年
目
と
い
う
節
目
に
名
実
共
に

「
健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関
係

の
確
立
」
に
向
け
、
大
き
な
一

歩
を
し
る
す
こ
と
と
な
っ
た
。

申
立
て
か
ら
今
日
ま
で
、
す

で
に
退
職
さ
れ
た
組
合
員
を
は

じ
め
、
粘
り
強
く
奮
闘
さ
れ
て

き
た
組
合
員
そ
し
て
地
方
機
関

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
御
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
回
の
和
解
の
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た

中
央
労
働
委
員
会
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
に
衷
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
る
。

今
回
の
和
解
に
あ
た
つ
て
、

国
労
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
杜
と
の
間

で
「
①
会
杜
と
組
合
は
、
本
件

事
件
に
係
る
紛
争
を
一
括
し
て

解
決
し
、
未
来
志
向
を
基
礎
と

し
た
健
全
で
良
好
な
労
使
関
係

の
確
立
に
努
カ
す
る
。
②
組
合

は
、
本
和
解
の
趣
旨
等
を
踏
ま

え
、
会
杜
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
諸
政
策
に
つ
い
て
は
、

協
力
し
て
い
く
と
の
基
本
的
立

場
に
立
ち
、
真
摯
に
会
杜
と
向

き
合
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
③

会
杜
は
、
人
事
・
労
務
管
理
に

当
た
っ
て
は
、
本
和
解
の
趣
旨

等
を
踏
ま
え
、
公
平
・
公
正
に

行
う
。
④
会
杜
と
組
合
は
、
今

後
、
労
働
組
合
法
及
び
そ
の
他

関
係
諸
法
令
を
遵
守
し
、
労
働

協
約
の
精
神
に
則
り
、
相
互
の

権
利
を
尊
重
し
、
誠
実
に
義
務

を
履
行
し
て
、
労
使
紛
争
が
生

じ
な
い
よ
う
努
め
る
。
」
こ
と

を
旨
と
す
る
中
労
委
の
勧
告
書

を
労
使
双
方
で
確
認
し
た
。

も
と
よ
り
基
幹
的
輸
送
に
と
っ

て
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

は
、
労
使
が
立
場
の
違
い
を
超

え
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
双
方
の

努
力
に
よ
っ
て
杜
員
が
誇
り
と

信
頼
を
持
て
る
職
場
を
確
立
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
同
時
に
、
地
球
規
模
で

進
む
環
境
破
壊
の
温
暖
化
が
叫

ぱ
れ
る
今
、
鉄
道
貨
物
輸
送
を

杜
会
的
使
命
と
す
る
良
識
あ
る

企
業
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
杜

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
法
令
を

順
守
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
確
立
す
る
こ
と
が
内
外
か
ら

厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
今
回
の
和
解
成
立

を
機
に
、
国
労
組
合
員
が
「
不

公
平
感
」
を
感
じ
る
こ
と
の
な

い
「
健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関

係
」
を
確
立
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
会
杜
が
不
退
転
の
姿
勢
で

臨
む
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
強
く

切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
十
数

回
に
わ
た
る
中
央
労
働
委
員
会

で
の
貨
物
係
争
事
件
の
和
解
協

議
を
通
じ
て
相
互
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
到
達
点
、
そ
し

て
醸
成
さ
れ
て
き
た
信
頼
関
係

を
機
軸
と
し
な
が
ら
、
会
杜
の

健
全
な
発
展
の
た
め
に
労
働
組

合
と
し
て
主
張
す
べ
き
は
主
張

し
、
杜
員
が
働
き
甲
斐
の
あ
る

企
業
風
土
を
構
築
す
る
た
め
全

力
を
あ
げ
る
こ
と
を
こ
こ
に
表

明
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
「
和
解
成
立
」
に
あ

た
り
、
健
全
か
つ
正
常
な
労
使

関
係
を
築
く
た
め
、
私
た
ち
を

支
え
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
に
御
礼
申
し
上
げ
、
国
労

は
残
さ
れ
た
最
大
の
課
題
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
不
採
用
間
題
の
政
治
的
・

全
体
的
解
決
実
現
に
向
け
て
組

織
の
総
カ
を
あ
げ
て
闘
う
決
意

を
こ
こ
に
明
ら
か
に
す
る
。

二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
七
日

国
鉄
労
働
組
合

国
労
貨
物
係
争
事
件
弁
護
団
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三
月
二
十
九
日
、
国
労
仙

台
工
務
協
議
会
は
国
労
山
形

県
支
部
（
北
山
形
）
に
お
い

て
「
ビ
ッ
ク
ロ
モ
検
討
会
議
」

を
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
の
位
置
付
け
は
、

来
冬
期
に
ビ
ッ
ク
ロ
モ
（
新

型
投
排
雪
列
車
）
が
会
津
若

松
・
小
牛
田
に
配
備
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
既
に

配
備
さ
れ
て
い
る
新
庄
・
山

形
地
区
か
ら
の
問
題
等
を
集

約
し
、
要
求
・
交
渉
へ
と

結
び
つ
け
る
議
論
を
行
う

と
し
た
も
の
。

●
出
さ
れ
た
問
題
点
は
、

①
ビ
ッ
ク
ロ
モ
の
構
造
上
の

欠
陥

◆
華
奢
な
作
り
の
た
め
、
少

な
い
雪
で
も
ウ
イ
ン
グ
が
曲

が
っ
た
り
、
軸
が
曲
が
っ
た

り
と
あ
り
え
な
い
故
障
が
多

く
発
生
し
た
。
出
す
た
び
に

故
障
が
起
き
て
除
雪
機
械
と

い
え
な
い
。
【
新
庄
・
山
形
】

◆
前
後
の
ウ
イ
ン
グ
を
取
り

外
し
て
新
潟
で
修
理
し
、
修

理
完
了
し
て
取
り
付
け
た
あ

と
の
基
地
線
で
の
試
験
除
雪

作
業
で
故
障
が
発
生
し
た
。

立
ち
会
っ
て
い
た
保
線
課
長

は
「
ウ
イ
ン
グ
を
閉
め
ろ
」

と
叫
ん
で
い
た
。
【
新
庄
】

②
短
絡
走
行
に
対
し
て
の
問

題
点

◆
信
号
機
の
見
方
・
種
類
・

確
認
方
法
、
構
内
配
線
等
、

半
日
の
教
育
訓
練
で
プ
ロ
パ
ー
・

下
請
け
社
員
が
乗
務
員
並
み

の
短
絡
走
行
を
し
て
い
る
。

長
い
教
育
訓
練
で
苦
労
し
て

乗
務
員
に
な
っ
た
人
は
ど
う

思
う
だ
ろ
う
か
。
Ｐ
社
社
員
・

そ
の
下
請
け
社
員
は
理
解
し
、

把
握
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
新
庄
・
山
形
】

③
教
育
訓
練
の
不
備

◆
ビ
ッ
ク
ロ
モ
操
作
時
に
、

ス
イ
ッ
チ
の
順
番
や
入
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
ひ
と
つ
で
機
械

が
う
ん
と
も
す
ん
と
も
い
わ

な
く
な
る
。
構
造
が
複
雑
す

ぎ
て
訳
が
わ
か
ら
ず
対
処
で

き
な
い
の
が
現
実
だ
。
【
新

庄
・
山
形
】

④
Ｐ
会
社
主
体
の
要
員
体
制

◆
Ｐ
会
社
の
ビ
ッ
ク
ロ
モ
要

員
が
い
な
け
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
対

応
と
な
る
が
、
Ｊ
Ｒ
社
員
の

訓
練
が
少
な
く
、
自
信
を
持
っ

て
運
転
・
操
縦
で
き
る
人
が

少
な
い
。
【
山
形
】

⑤
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し◆
日
中
、
ビ
ッ
ク
ロ
モ
の
基

本
ダ
イ
ヤ
が
「
列
車
が
優
先
」

の
線
引
き
で
、
板
谷
に
一
時

間
、
大
沢
に
三
時
間
置
か
れ

る
。
冬
期
は
除
雪
優
先
で
な

け
れ
ば
お
か
し
い
。
こ
の
基

本
ダ
イ
ヤ
で
は
、
数
年
前
の

「
長
時
間
の
つ
ば
さ
足
止
め
」

の
二
の
舞
で
あ
る
。
【
山
形
】

●
今
後
ビ
ッ
ク
ロ
モ
が
会
津

若
松
に
配
備
に
な
る
と
き
に

考
え
ら
れ
る
問
題
点

◆
只
見
線
の
片
道
八
十
キ
ロ

に
お
よ
ぶ
長
距
離
運
転
操
縦

が
連
続
で
、
し
か
も
往
復
運

転
さ
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
。

現
行
の
乗
務
員
の
体
制
は

往
路
が
終
了
後
、
復
路
ま
で

三
時
間
の
休
憩
が
あ
る
。
生

身
の
人
間
な
の
だ
か
ら
、
除

雪
と
い
え
ど
も
乗
務
員
並
み

の
余
裕
が
欲
し
い
も
の
。

◆
ビ
ッ
ク
ロ
モ
に
対
す
る
設

備
（
車
庫
ピ
ッ
ト
、
融
雪
マ
ッ

ト
、
機
器
具
）
を
整
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
ま
と
め

◆
新
庄
・
山
形
で
頻
繁
に
発

生
し
た
故
障
を
検
証
し
、
故

障
の
起
き
な
い
頑
丈
な
ビ
ッ

ク
ロ
モ
が
配
備
さ
れ
る
よ
う

に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

◆
運
転
操
縦
し
や
す
い
機
械
、

必
要
な
要
員
体
制
、
無
理
の

な
い
除
雪
パ
タ
ー
ン
、
十
分

な
設
備
を
整
え
、
冬
期
の
安

全
安
定
輸
送
を
確
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

【
山
形
佐
藤
通
信
員
】

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済

業
務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（財
）国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定
の

整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、
（財
）

国
労
会
館
仙
台
事
業
部
で
取
り

扱
っ
て
き
た
業
務
の
残
り
に
つ
い

て
、
国
労
仙
台
地
方
本
部
で
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「
国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」と
あ
わ
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上

訂
正
と
お
詫
び

国
労
せ
ん
だ
い
２
５
１
６
号

２
面
、
江
刺
家
代
議
員
の
所

属
分
会
は
組
立
分
会
へ
、
ま

た
４
面
の
本
田
代
議
員
の
所

属
分
会
は
装
置
科
分
会
に

そ
れ
ぞ
れ
訂
正
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
に

は
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

退

職

二
月
二
十
九
日

大
須
賀

昇
さ
ん

仙
台
・
宮
城
野
運
輸
区

横
山

照
雄
さ
ん

山
形
連
合

三
月
三
十
一
日

木
村

昭
光
さ
ん

貨
物
宮
城

小
野

明
さ
ん

新
庄
連
合

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

三
月
二
七
日
、
国
労
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
の
間
で
、
今
後
の

健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関
係
の
確
立
や
公
正
・
公
平
な
人
事
・

労
務
管
理
な
ど
中
労
委
が
示
し
た
「
勧
告
書
」
を
労
使
双
方
で

確
認
し
、
調
印
を
行
っ
た
。

こ
の
「
和
解
成
立
」
を
受
け
て
本
部
は
以
下
の
声
明
を
発
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
和
解
に
お
け
る
経
過
と
到
達
点
を
全
体
に

徹
底
す
る
た
め
、
各
級
機
関
に
会
議
等
の
開
催
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
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